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　The 　origin 　of　the　Chinese　crude 　drug　Scorpio　“Quanxie”（全蝎 ）is　Buthus”martensii ．　 Dan ・Quanxie
（淡 全蝎，　boiled　scorpion ） is　prepared　by　processing 　scorpions 　in　hot　water 　and 　Xi・Quanxie（鹹全蝎，
salty 　scorpion ）by　boiling　them 　in　salt 　water ．　 In　the　present　wQrk ，22　commercial 　samples 　of 　the
Chinese　crude 　drug　Scorpio，　 all 　 of 　which 　were 　salty 　scorpions ，　were 　examined 　for　their　 ash 　 and

chlorine 　contents ．　 There 　was 　a　positive　correiation 　between　the　values 　 of　ash 　and 　those 　of 　total
chlorines ．　 When 　the　salt 　concentration 　used 　for　the　preparation　was 　higher　alld　the　treating　time

was 　longer，　the　values 　of　ash 　and 　tQtal　chlorine 　contents 　in　Scorpio　were 　higher．　 The 　mean 　value

of 　total　chlorines 　in　the　commercial 　salty 　scorpions 　was 　20　times 　that　in　the　boiled　scorpions ．　 The
amounts 　of 　inorganic　elements 〔K ，　Ca，　Mg ，　Fe，　Cu，　Zn，　Mn ）and 　17arnino　acids 　were 　about 　the　same

regardless 　of 　the　difference　in　the　prQcessing　procedures ．　The 　inorganic　element 　contents 　widely

varied 　depending　on 　the　habitat．　 Difference　among 　individuals　was 　also 　noted ，
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　前報 n
で 中薬 全 蝎 の 形 態 に つ い て 報告 し た．全 蝎 の 基 原

と され るの は キ ョ ク トウサ ソ リ東亜 鉗蝎 Buthus　martensii

KARsc 日 の み で あ り
2），中国各 地 に 広 く分 布 し，長 江 以 北

の 地 区に 多 く見 られ る．サ ソ リ類 は 長 期 間水 分 補 給 をせ ず

に 生息す る ため ， 生薬 と して 用 い る場合 は 煮 沸 処 理 さ れ る．

全蝎 は加工 方法 に より熱湯 で処理 した 淡 全 蝎 と 食塩 水 で 処

理 した 鹹全蝎 に 分け ら れ，市場 品 で は 防 虫，防 黴，ま た は

商業利益 の 上か ら
a）
鹹全蝎が 多く見られ た

’・2〕．ま た，産地

に より色や 大 きさが 異な っ て い る他 に ，一
部 で は 虫体表面

に 食塩 が 析 出 し た もの な ど が 見 られ た
1）．加 工 時 の 食塩 の

濃度や 煮沸時間に 大 きな 違 い が あ る こ とが推測 され る．虫

体 全 体 は 全 蝎，尾 部 （後腹部 ）は 蝎 尾 ま た は 蝎 稍 と呼 ば

れ
2｝，後腹部 の 尾節 に は 毒腺 が あ り，蝎 毒 とい う

一
種 の 蛇

毒に 類 似 した神経 毒 の タ ン パ ク質が 含 ま れ て い るが
2b・4）熱

に は不安定 で あ る と さ れ る
5）．古 くに は 蝎尾 に 強い 薬効 が

あ る と 考 え られ て い た が
6）

， 現 在 で は全 蝎 と し て用 い ら れ

る こ と が 多い ．同じ時期，場所 で 採取 した 野 生 キ ョ ク トウ

サ ソ リ を異 な っ た 条件 で 加工 し，生 薬の 品質 を検討 し，中

国各 地 の 市 場 品 に つ い て 比 較 を行 っ た．

実　験　の 　部

　 L 　 実 験 材 料

　 野 生 品　中国遼寧省朝陽市孫家湾 で採集 （1992年 6 月）

した キ ョ ク トウ サ ソ リ東亜 鉗lls　ButhZts’7欄 吻 η麟 KARSCH

を各試 験 に 成虫 20匹 ずつ を加 工 し粉 砕 して 用 い た．以 下，

粉 末 は 細 末 （中国 R40 ／3系 列 5 号 篩，孔 径 180 μm 通 過 ）

を用 い た．蝎 は春 か ら秋 に 捕獲 し ， 泥 を吐 か せ ， 材 料 の 2

倍 量 の 水 お よ び食塩 水 を沸 騰 させ た 中に 入 れ，時々 撹拌 し

た 後，取 り出 し冷 水 で 洗 い 風 乾 す る と い う中国の 伝統的加

工 法
2・’）に よ り処 埋 し た．水 お よ び 1％，10％ 食 塩 水 を用
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い ，沸騰処 理 時間を 10分 ， 30分 ， 60分 間 と した．

　市場 晶　中国各 地 の 市場 品 を 1992年 5月か ら同年 6 月

に 採 集 し ， 22検 体 各々 に つ き成 虫 20 匹 ずつ を乾 燥 ，粉砕

して 用 い た．こ れ らは い ず れ もキ ョ ク トウ サ ソ リ東亜 鉗蝎

B．martensii の 加工 品 で あ る こ と を前報で 報告 した
1〕．

　 1． 南全蝎 ：A ）淡全 蝎
＊
，河 南省南陽地 区 経 済動 物 科

学研究所，養殖品 ；B）鹹全蝎，河 南省伏 牛 山地 区，野 生

品 ；C）鹹全 蝎 ，河 南省洛 陽 白 馬寺后 王 村養蝎 場，養i殖

品 ；D）鹹 全 蝎，河 南 省 洛 陽 市 郊 区，野 生 品 ；E ）鹹 全 蝎 ，

河 南省洛 陽 紗 廠 葯 材 市 場 ， 野 生 品 ；F）鹹 全 蝎 ， 河 南 省 鄭

州 葯 材 公 司，野 生 品．

　 2． 東 全 蝎 ：G ）淡 全 蝎
＊，山 東 省 済 寧市 郊外，野 生

品 ；H ）鹹全蝎 ， 山 東省済寧市郊外 ， 野 生 品 ；1）鹹全蝎 ，

山東省莞州市葯材公 司，野生品，古 くな っ た 試料．

　 3． 河 北蝎 ：J）鹹全 蝎，河 北省石 家庄市葯材 公 司，野

生 品，陳品 ；K ）鹹全 蝎，河 北省渉県葯材 公 司 ，野 生 品．

　 4． 陜西蝎 ：L）鹹全蝎，陜西省西安葯材 公 司，野生 品，

古 くな っ た 試料 ；M ）鹹全蝎，陜西省西安市葯材 站，養殖

品 ；N） 鹹 全 蝎，陜西 省康阜路 葯材 市 場，野 生 品．

　 5． 哈蝎 ：0）淡全蝎
＊

，黒 龍江 省哈爾濱市 黒 龍 江 省水

利 科 学研 究所養蝎 場，養殖品，遼 寧種 ．

　 6． 太 行 蝎 ：P） 鹹 全 蝎，山 西 省 太 原 市 葯 材 公 司，野 生

品．

　7． 湖 北 蝎 ：Q）鹹全蝎，湖 北省 湖 北省 葯 材 公 司，野 生

品，古 くな っ た 試 料．

　 8． 遼蝎 ：R＞鹹全 蝎，遼寧省朝 陽 市葯材公 司，野 生 品

1 ；S）鹹全蝎，同公 司，野生 品 2 ；T ）鹹全蜴，同公 司，

野 生 品 3 ；U ）鹹全蝎，同 公 司，野 生 品 4 ；V ）鹹 全蝎，

同公 司，野生 品 5．

　
＊

淡全蝎 と称 して 市販 され て い た が 全 て 鹹全蝎 で あ る こ

と を確 認 した
1）．

　2．実 験 方 法

　1）　 乾燥減量 の 測定
s）

：試料粉末 1g を精秤 し，105℃ で

5 時間乾燥 し恒量 と して 減量を乾燥減 量 （％） と した．

　2＞ 灰分の 測定
s） ：試料粉末 lg を精秤 し，500℃ で 4 時

間強熱 し，完全 に 灰 化 し た 後，重 量 を 測 定 して 灰 分 の 量

（％ ） と した ．

　3） 総 塩 素 の 測 定
9） ：試 料粉 末 1g を灰 化 し た 残 留 物 に

精 製 水 10ml を加 え 溶解 した後 　さ ら に 60　ml で容 器 を洗

浄 し ，
こ れ らの ろ 液 に 指 示 薬 と し て 5％ K2CrO 、　 l　ml を

加 え 0．1M 硝酸銀 溶 液 で 滴定 し た （硝 酸銀 溶 液 1ml ＝ 塩

素 3．55mg ）．

　4） 無機成分 の 分析 ：試 料粉末 e．2g を 精秤 し，硝酸 6

ml と 過塩素酸 2ml を加え湿式分解 を行 い
， 加熱乾 固 し た

残留物を希塩酸 （1→2） で溶解 し，イオ ン 交換水 で 正 確 に

25ml と して Cu ，　 Zn，　 Mn ，　 Fe 測定用 の 試 料溶液 と した ．

こ の 試 料 溶液 1ml に 10％ NaCl　 O，5ml ，10％ SrCl21

ml を干渉抑制剤 と して 加 え，イ オ ン 交換水 で 正 確 に 25

ml と して K，　 Ca，　 Mg 測 定用 の 試 料溶液 と した ．各元 素

標 準 品 は市 販 品 原 子 吸光 用 標 準液 を希釈 して 用 い た ．定量

は PE −5110 型 原子吸光光度計 を用 い て，検量線法 に よ り

各元 素 の 測 定 を行 っ た ．

　5） ア ミ ノ酸 の 分 析 ：試 料 粉 末 30mg に 2％ フ ェ ノ
ー

ル

液 0．25ml を加 え た 後 ， メ タ ノー
ル O．5　ml を加 え室 温 で 2

時間放 置 し，O．1MNa ，S20， 0．25　ml と 6．67M 塩 酸 9rnl

を加 え，こ れ を 110℃ で 24 時 間 加 水 分 解 した，6MNaOH

で pH 　2〜2．2 に 調 整 し，緩衝液 （pH 　2） で 正 確 に 100　ml

と した ろ 液 を試料溶液 と し，日 立 835・50形高速 ア ミノ 酸

分析計 で 定量分析 を行 っ た．

TABLE　I、　 Comparison 　of 　the　Processed　Scorpions

Processed HQt 　water 1％ NaCl 10％ NaCl

Weight 〔9）

Loss （％）

Ash （％）

Cl （％）

10min306010min306010min3Q6G10

　min3060

0，479± 0．007
0．474± 0，004
0，442± 0，016

7，20± 0．12
7．10± 0，17
7．23± 0．11

4．64± 0．03
4．40± 0．10
5 ，44± 0，G7

0，385土 0．008
0，374± 0．020
0，488± 0．030

O．434± 0，007
0．545± 0，016
0．547± 0，012

8，16± 0，05
7．95± 0．12
7．41± 0，09

5，84± 0，06
5．83：ヒ0．06
5．97± 0，09

O．757± 0．012
0．769± 0．021
G．829± 0，026

0．506± 0．007
0．548：tG．Oll
O．568± 0．006

8．15± G．26
7．39：ヒ0．09
7．63± 0．11

9．76± 0．36
10．67± O．11
12．57± 0．29

2．592± 0．059
4 ．093± 0，067
5．355± 0，016

Each 　value 　was 　rnean 　value ±standard 　deviation（n ；3）； weight ： each 　value 　was

sum 　of 　20　 scorpions ／20；loss； loss　 on 　drying，　 ash ： total　 ash 　content ，　 C1： totaI

chlorine 　content ，　each 　sample 　was 　prepared 　I．09．

（199）
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結 果

　L 　 加 工 処理 に よ る 影響

　 1）　 平 均 個 体 重 お よ び 乾 燥減 量 （TABLE　I＞

　熱 湯 処 理 した 場合 の 個体 重 の 平均値 は処 理 時間に 関係な

くほ と ん ど 同 じ で あ っ た．1％，10％食塩 水 の 場合 は 沸騰

時 間 が 長 い ほ ど個 体 重 の 増 加 が 認 め られ た．10％食塩 水 で

30分 以 上 沸騰 し た 試 料 で は 虫 体 の 前背部 に 多 くの 溝 が 見

られ，虫 体表 面 に は 食塩 の 結 晶 が 認 め られ た．

　 乾 燥 減 量 は 食 塩 水 で 処 理 した 方 が 熱 湯 処 理 の 場 合 よ りわ

ずか に 高 い 値とな っ た が 大差 は無 か っ た．

　2） 灰分 （TABLE 　I）

　食塩 濃 度 が 高 い ほ ど，ま た 10％ 食 塩 水 で 処 理 し た 場 合

に は煮沸時間が 長 くな るに つ れ，灰分 量 が 増加 した．煮沸

時間が 同 じ場合，10％食塩水 で処理 した 試料 は熱湯処理 の

2 倍の 灰分量 とな っ た．

　3）　 総 塩 素 （TABLE 　I）

　水，1％食塩水 で処理 した 場合，総塩素 の 含量 は 処 理 時

間 に 関係 な く大差は 認 め られ なか っ た ．10％食塩水 で 処 理

した 場合 に は 煮沸時間が 長 くな る に つ れ て 試料中の 塩 素含

量 が 高 くな っ た．

　4） 無 機成分 （TABLE　 II）

　測 定 を行 っ た 7 元 素 の うち，K，　 Ca の 含 量 が 高 か っ た．

処 理 方法 ， 煮沸 時間 の 相 違 に よ る無 機 成 分 含 量 の 変動 は 認

め ら れ なか っ た．試 料間の ば らつ き が や や 大 きか っ た が 7

元 素 の 測 定 値 は 胡 らの 報 告
ユ゜） とほ とん ど同 じ値 で あ っ た．

　5） 含有ア ミノ酸 （TABLE　III）

　い ずれ の 試 料 も Glu，
　 Asp ，　 Leu ，11eの 含量が 比較的高

く，Cys ，　 Met が 低 い 値 で あ っ た ．各 ア ミ ノ 酸の 組成比 は

処理 方法，煮沸時間に 伴 う変動 は 見られなか っ た ．熱湯 で

10分処理 した 場合 の 総 ア ミ ノ 酸含量が 他 よ ワもや や 低 い

が 大差 は 認め られ なか っ た．

TABLE　II．　Contents　of　Inorganic　Elements　in　Processed　Scorpions

Hot 　 water 1％ NaCl 10％ NaCl

1030 　 　 60min 1030 　 　 60min 1030 　　　60min

Cu （ppm ）

Zn （ppm ）

Mn （ppm ）

Fe （ppm ）

K 　 （％）

Ca （％）

Mg （ppm ）

　 141　　　　135　　　　150

　 417　　　　386　　　　422

　 34　 　 　 31　 　 　 33

　 391　　　　295　　　　411
0．714　　0，795　　0．510

0．326　　0．222　　 0．223

　 832 　　　　765　　　　797

　 136

　 412

　 37

　 5470

，3730

．4081072

　 79　 　 　 87

　 302　 　 324

　 22　 　 　 28

　 282　　 367

0．547　　0．575

0．211　　0．378

　 625　 　 786

　 150　　　　工04　　　　122

　 434　　　　366　　　　396

　 33　 　 　 22　 　 　 32

　 399　　　　314　　　　411

0，486　　 0．313　　 0、711

0．168　　 0．448　　 0．183

　 777 　　　　683 　　　　755

TAgLE　III．　 Arnino　Acid　Cornpositions　of 　Processed　Scorpions

Hot 　water （％） 1％ NaCl （％） 10％ NaCl （％〉

1030 　 　 60min 1030 　 　 60　min 1030 　 　 60rnin

卸
丗

舳

 

 

町
曲

錦
鞫

臟

賠

 

短

臨

い
臨

触

3382766818719136768

工

79464179551948

4125132020342221217499814691608209315520153834333725226243020553231376486026099054948259767668063789096227243021563232304316595993572464837250165995167855227243020453231377281525534867937460196668164782006238243021563242451293224294268250960873467043571996237243021563241399324567117678941049157166146562896228233021452241381334

工

5277

−

784732

8484512659173658652272430205522413303455295327042806371491559730567552372330204522413

Total46 ．27　　55．13　　63 ．65 57．50　　 65．30　　 63．45 58．88　　58．53　　56 ．92

＊The 　value 　Qf 　isoleucine　containing 　about 　40％ leucine．
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　 2．虫 体 の 部 位 に よ る成 分 の 比 較

　30分 間 熱 湯 処 理 した 全 蝎 を頭 胸 部 と前腹部 お よ び 尾部

（後 腹 部）に 二 分 し，無機成分 ， ア ミノ 酸 の 測定を行 っ た ．

無 機 成 分 の うち含 有 量 の 最 も 多い K は い ずれ の 部位 と も

ほ とん ど 同 じ含有率で あ っ た が他 の 6 元素 につ い て は 頭胸

部 と前腹部 の 方 が 高 い 値 で あ っ た （TABLE　IV）．各 ア ミ

ノ 酸含有率 は Met を 除 き，尾部 の 方が 頭胸部 ・前腹部よ り

高 く， Gly，
　 Leu

，
　 Ala ，　 Tyr の 含量 に 大差 が 見 られ た．

頭胸部 ・前腹部の 各 ア ミ ノ酸含有率 は 全蝎の 値 と ほ と ん ど

同 じで あ っ た （TABLE 　V ）．

　3．市場品 の 品 質 （TABLE 　VI）

　 ユ） 灰分 お よび 総塩素

　市場 品 22検体 の 灰分 の 平均 値 は 20．23％ ± 8．26 （標 準

偏差）で ，熱湯処 理 し た 加工 品 の 平均値 4．83％ に 比 べ 非

常 に 高 い 値 で あ っ た ．市場 品の 総塩素 の 平均値 は 9．46％

TABLE　V ．Contents　of　Amino 　Acid　in　Each 　Parts　of
Boiled　Scorpions

Cephalothorax
and 　preabdomen
　　 （％）

PostabdQmen
　　（％）

TABLE　IV．　 Contents　of　Inorganic　Elements　in　Each

　　　　　 Parts　of　Boiled　Scorpions

Cephalothorax
and 　preabdomenPostabdomen

Cu　（ppn ユ）

Zn （ppm ）

Mn （ppm ）

Fe （ppm ）

K 　 （％）

Ca （％）

Mg （ppm ）

　 169
　423
　 36
　 4310
．5000
．250

　 976

　 63
　 334
　 15
　 1820
．5510
．le6

　 650

蜘

丗

舳

 

跏

町

曲

軸

堀

臟

照

 

取

 

璃

臨

触

4577545178603336663793256393285662522623202045223

工

3

242794730427451783587780719679921262272650305842424

Tota1 53．29 71．87

＊ The 　value 　of　isoleucine　containing 　about 　40％ leucine．

TABLE　VI、Contents　of　Ashes，　Total　Chlorines　and 　Inorganic　Elements　in　the
Commercial　Crude　Drugs

h
）

趣

憫
　

）

α

％

Cu 　 　 　 Zn 　 　 　 Mn 　 　 　 Fe
（PPln ）　　 （PPm ）　　 （PPm ）　　 （PPm ）

K
％

働

％

Mg
（ppm ）

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV81972250378897865869331428882181687181441770513499208638580935023111222

　
22

　

2221213213111

2809856397961572029879765915156025504603Q4136690

工

31944257527175564

　

　

　

11

　

1
　

　

111

　

1
　

11

　

1

89442902490284895260263107648249591418349585　

211

　

　

　

1
　

1
　

112

　

11

　

　
1

558404765163562G82850975724949244460421201141424212

　

43433445443242

99037258646762029282642

　

12111132213222221121

964945977668812394809767487247558330188955264415214144423435633241274312085752396709496298766220150253565370091445456556566467564543000000000000000DOOOOOO9529058982783704302738654119050918765316973524233121212122434111110000000000000000000000815643020856798805784601249884403251221100535051725277827999620474　

1
　

　

1
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

112

m 　 　　20．22
st 　　 　 8 ．26
cv 　　 　 O．41

9．454
．300
．46

1工2

　 560
．50

3371110

．33

　 2工

　 80
．37

3751530

．410

．528G
．1200
．23

0．2510
．0940
．37

7984220

．53

Ash ：total　ash 　content ；CI：total　chlQrine 　content ；m ： mean 　value ，　 n ＝22；st： standard 　deviation；cv ：

coefficient 　 of 　variation ．
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± 4．30 で あ り，10％食塩 水 で 60分 処 理 し た 加工 品 の 平均

値 5，35％よりさ らに 高 い 値 で あ っ た．ま た，熱湯処理 し

た加工 品 の 20倍以上 の 値 で もあっ た．加工 処 理 をした 場

合 に 食塩 濃度が 高 く，処 理 時間が 長 い ほ ど 灰分，総塩 素 と

も値 が 高 くな っ た こ と より，市場品 に つ い て 灰分 と総塩素

の 相 関 に つ い て 検討 し た．相関係数 は 0．9547 で 有意水準

1％で の 有意 な相関 を認 め た．

　2） 無 機成分

　K ， Ca の 含 量 が高 い 値 を示 した。　 Mg ，
　 Cu，

　 Fe は 変動

係数が 大 き く，各個体間の ば らつ きが 大 きか っ た．同 じ遼

寧省産 の 野 生 品 5検体 （TABLE 　VI，　 R 〜V ）に つ い て も

各元 素 の 含有率 は ば らつ きが 大 き く，産地 の み な らず検体

間 で の ば らつ きが 大 きい と言 え る．

考察 お よび結論

　全蝎 は加 工 して 用 い られ，熱湯 で 処 理 した 淡 全蝎 と食塩

水 で 処 理 し た鹹全 蝎 に 分 け ら れ るが，市場品の ほ とん どが

鹹全蝎 で あ っ た，加 工 品 は 食塩 濃度が 高 く処 理 時間が 長 い

場合 は 虫体表面 に 食塩 の 結 晶 が 析出 し，灰 分 ，総 塩素 と も

高い 値 で あ っ た．市場 品 に お い て も灰分 と総塩 素 は正 の 相

関が あ り ， 灰分 量 の 多い 試料 は大部分 が 加工 時の 食塩 に よ

る もの で あ る．市場 品 の 総 塩 素量 は 熱 湯処 理 し た 淡全 蝎 に

比 べ 20倍以上 の 高 い 値 で あ っ た．無機成分 や 含有 ア ミ ノ

酸に つ い て は 熱湯処 理 の 場合 も食塩 水 で沸 騰 し た場合 も大

差は 無 くほ と ん ど同 じで あ っ た，加 工 処 理 に よ る無機成分

や ア ミ ノ 酸 へ の 影響 は 少 な い と言 え る．毒腺の あ る尾 部 と

頭胸部 ・前腹部 で は 無機成分 や ア ミノ酸 の 含有率に差 が 見

られ る が ，全蝎の 総重量 に 占め る 尾部 の 重量割合 は 低 く
’），

全 蝎 と して 用 い た 場合 に は 成分組成 や 含有率 に は ほ と ん ど

影響 しな い と思 わ れ る．

　防虫，防黴 の た め 市場品の ほ とん どが 鹹全蝎で ある が ，

品 質の 上 か ら は真 水 で 煮 沸 した 淡 全 蝎 の 方 が 良 い と さ れ て

い る
2｝．食塩 水 処 理 の 場 合 ， 食塩 濃 度 や 処 理 時間の 違 い に

よ る無機成分 や ア ミノ酸 の 含量や 組成 に大差 が 無 い こ とか

ら，必 要 以 上 に 食塩 濃 度 を高 くせ ず，淡 全 蝎 の 品 質 に近 い
，

1％食塩水 で 30〜60分間処理 す る 方法が 適当で ある と思わ

れ る。市場 品鹹全 蝎 の
一

部 に は 単 に 重量増加 の た め に商業

利益 の 目的 で 必要以上 に 多量の 食塩が 使 用 され て い る場合

もあ る．全蝎 は抗痙攣 脳 血 管傷害，解毒鎮痛薬 など と し

て 用 い られ る が
2 ｝，加 工 法の 違 い に よ る薬 理 作用 の 相違 に

つ い て も検討す る必要が あ る．また，黴害の 夥 しい 場合 も

あ り，含有成分 へ の 影響 に つ い て もさ らに 検討す る必要 が

あ る．
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